
東南アジア学会 
第81回研究大会 
 
日時：２００９年６月６日（土）、６月７日（日） 

会場：京都大学稲盛財団記念館 ３階 
 （京都市左京区吉田下阿達町４６） 

 

一般の方（非会員）のご来聴（無料）を歓迎します。 

 

６月６日（土） 13:20-18:30 

開会の辞（３３３号室）  大会準備委員長   玉田芳史 

自由研究発表（第 1会場 ３３３号室） 

司会：蓮田隆志 

 

◇南詔国の支配構造―南詔国の安南侵攻を中心に（立石謙次） 

◇広州よりみた北宋の対交趾政策について（森田健太郎） 

◇アンコール時代における窯業―その技術的側面（田畑幸嗣） 

自由研究発表（第 2会場 ３３２号室） 

司会：速水洋子 

◇アンコール地域村落におけると遺跡と周辺住民―儀礼を司るアチャーの
役割（阿部千依） 

◇フィリピン市民社会における「道徳的対立」の限界（日下 渉） 

◇ヤオ族文化の変遷 ―「変わりゆくが同一なもの」としての民族衣装（高
市智子） 

司会：村上忠良 

◇ラオス南部コーヒー栽培農村における世帯の生計戦略（箕曲在弘） 

◇マレーシア先住民社会における生計維持システムの多様性と社会ネ
ットワークの構築（加藤裕美） 

◇サイゴン政権下ベトナムの土地政策と山地民―中部高原地域におけ
る焼畑耕作地の所有権をめぐって（下條尚志） 

司会：伊藤正子 

◇タイ鉄道と日本軍の軍事輸送―軍用列車運行予定表の分析（柿崎一郎） 

◇日本・南ヴィエトナム戦後賠償交渉：1951～59年―サイゴン政権の独自
外交（田中健郎） 

◇適正技術のジレンマ：タイにおける土着の機械技術の発展と学習のエコ
ロジー（森田敦郎） 

第６回東南アジア史学会受賞記念発表（３３３号室） 

マレーシア・サバ州における民族とナショナリズムの諸相    山本博之 
 

 

６月７日（日） 09:30-16:30 
パネル 1   

マレー世界におけるアディル（公正／正義）概念の

展開（第1会場 ３３３号室） 

◇趣旨説明（西尾寛治） 

◇17-19世紀のマレー諸国と”アディル”概念（西尾寛治） 

◇オランダ領東インド・ジャワの抵抗運動におけるアディル（菅

原由美） 

◇マレーシアにおける「公正」をめぐる場とことば：政党政治

の展開を中心に（篠崎香織） 

◇インドネシア、4 度目の「正義」の時代：イスラーム主義政

党の均衡と現実主義の政治（岡本正明） 

◇コメント（弘末雅士／宮脇聡史／西 芳実） 

パネル 2   

東南アジア大陸部における党国家建設とその帰結  

（第2会場 ３３２号室） 

◇趣旨説明（中西嘉宏） 

◇県知事制の導入によるラオス人民革命党の地方掌握の強化―ラ

オスにおける党国家の形成（瀬戸裕之） 

◇民主制導入後のカンボジアにおける擬似党国家の成立（山田裕

史） 

◇失敗だったのか、成功だったのか？―ミャンマーにおける党国

家建設と国軍の変容（中西嘉宏） 

◇コメント（坪井善明／加茂具樹） 

閉会の辞（３３３号室） 
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